
平成３０年度 道徳教育の全体計画 文京区立第十中学校

子どもの実態 第十中学校教育目標 関連法規
・表現力豊かで，明るく伸び伸びと素 ･自分で考え，言行に責任を持つ人間を育成する。 ・日本国憲法 ・学校教育法

直で文化面スポーツ面共に意欲的に ･仲良く助け合う人間を育成する。 ・教育基本法 ・学習指導要領

活動している。 ･健康なからだと実践力をもった人間を育成する。 ・東京都の教育目標 ・文京区の教育目標

・屈託のない明るさと行動力が、学年

学級のまとまりを生み、集団行動で ã 時代や社会の要請
は、互いを高め合いより良い雰囲気 ・国際化，高度情報化，少子・高齢化，生涯

が生まれる。 道徳教育の重点目標 学習社会等の変化に対する教育

･人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を培う。 ・いじめ,不登校,非行等の問題行動への対処

保護者の願い ･豊かな心を育み，道徳性を養う。 ・人権尊重の教育

・中学生としての学力を身につける。 ･伝統的な文化を継承し発展させ，さらに個性豊

・楽しい学校生活を送る。 かな文化の創造に努める人間を育成する。

・社会的視野を培う教育の充実。 ･国際社会に貢献し，民主的な社会および国家の 特色ある教育活動
・情報教育の充実。 発展に努める人間を育成する。 ・基礎基本を重視したわかる授業 少人数授業

・国際理解教育に関する教育の充実。 ･未来を拓く主体性のある日本人を育成する。 (英､数)実施・特別支援教育担当指導員の配置

・体験的学習や問題解決的な学習の重視

・「いのちと心の授業」など多様な講師を招い

ã ての校内・校外体験学習

特別活動における 道徳教育の基本方針 人間関係育成の
道徳教育の方針 ・人権尊重の精神を培い，互いに個性を認め合い，｢寛容の心｣ ための方針

・特別活動全体を通してガイダ や｢感謝の気持｣をもって、共に生きる望ましい人間関係を育 ・学年当初では基本的な生活習慣を身

ンス機能を充実させ，集団活 成する。 につけ，自律的な生活を実践する能

動に自主的・自律的に参加す ・言語環境を整え，生徒と教師，そして生徒相互の心のふれあ 力や態度を養う。

る態度を養う。 いを深める指導に努める。 ・全教職員の共通理解のもとに，集団

・学校行事や学年行事を通して， ・生徒の道徳的心情を豊かにし，モラルや道徳的判断力と実践 の規律や秩序を守る指導を行う。

集団の一員としての自覚を高 力の向上に努める。 ・家庭，地域社会および関係諸機関と

め，個性を一層伸長する。 の連携を密にし，学校の教育活動や

ã 生徒指導を推進するとともに，ガイ

道徳の時間の指導方針 ダンス機能を充実させ生徒の心身の

総合的な学習の時間に ・学校教育全体を通して行う道徳教育を進化補充するために， 健全な育成に努める。

おける道徳教育の方針 道徳の時間の授業を充実し，総合的な学習の時間との関連を

・総合的な学習の時間において 図り，特に人間としての生き方の自覚を深める指導に努める。

は１月の国際理解教室で，国 ・学年通信や学級通信、また、授業公開や道徳授業地区公開講 活用例

際社会において信頼と尊敬を 座などを通して地域・家庭との連携をとり本校の道徳教育目 行事の前後、道徳の時間のまとめ

得られる人間を育成するため、 標について理解と協力を得る。 など、学校教育活動全般(特別活

人権尊重の精神を理解し学習 ・記述や討論などを通して、表現の機会を充実する。 動・教科指導・総合的な学習の時
させる中で，生徒の共生への 間も含めて)で道徳実践力の育成

意識を高める。 ã に役立てる。

私たちの道徳
心みつめて 他

ã

生き方を考える
【各学年の指導目標】

第１学年 第２学年 第３学年

自分を見つめる 自分をのばす 自分を活かす

【各学年の重点指導項目】

第１学年 第２学年 第３学年

友情・思いやりの心を育てながら、 職業を学び、労働観・職業観を深 生命尊重・思いやり・規範意識を
生命の尊さを学ぶ。また、職業を めながら、共に生きる事を学び、 高め、色々な進路を学び、人とし
知り自分を見つめる。 自分を考える。 ての生き方を深め、自分をのばす。


